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お問い合わせメカトログループ

お問合せ先 

クレーン機器の無線化の紹介 
 

 

１．はじめに 

クレーン機器の無線化（遠隔化）によって、安全性・

作業性・保守性・生産性の向上やコスト削減など大きな

メリットがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．クレーン機器無線化におけるメリット 

２－１．安全性の向上 

➀ 運転室操作では操作位置が制限されますが、無線

操作により安全な場所や視認性の良い位置で操作

が可能になります。  

➁ 無線にすることで、操作時の玉掛作業者との連携

がスムーズになるため、ヒューマンエラーに起因

する事故を未然に防止できます。 

➂ 無線リモコンに非常停止ボタンを備えることで、

異常時に即座に停止が可能になります。 

 

 

 

 

 

２－２．作業効率・生産性の向上 

➀ 操作者が荷の誘導位置まで自由に移動でき、玉掛

けから移動の連携がスムーズに作業効率や生産性

の向上が見込めます。  

➁ 現場条件によっては補助作業者を減らすことがで

き、省人化が可能となります。 

 

 

２－３．設備の信頼性・保全性向上 

➀ 可動ケーブルの摩耗・断線がなくなるため、機器

の故障要因が減少します。 

➁ ケーブル交換や配線点検の頻度が減ることで保全

性が向上し、コストの削減が可能です。 

➂ 過酷な現場環境におけるケーブル劣化リスクを回

避できます。 

 

２－４．作業者の負担軽減 

➀ ⾧時間作業時の身体的負担を軽減することができ

ます。 

➁ 荷や周囲確認に集中でき、結果としてヒューマン

エラーの減少につながります。 

 

以上 


